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たことを報告している（Lewis, 1964a; Seta & Seta, 1982; Klein, Bhatt, & Zentall, 2005; Alessandri, 















































1999; 2001）。Clement, Feltus, Kaiser, and Zentall（2000）は，そのような手続き上の不備を排除
した実験において，ヒト以外の動物でもコストの高い反応に後続する刺激が好まれることを初め
て示した。 






















































DiGian, Friedrich, and Zentall（2004）は反応コストではなく，報酬が手に入るまでの待ち時間を
操作した研究を行い，ハトはすぐに手に入る餌よりも，一定の遅延時間の後に呈示される餌を好

























































時に呈示された餌の信号刺激が好まれたと解釈できる。同様の現象はハト（Fox & Kyonka, 2014; 
Vasconcelos & Urcuioli, 2008），サカナ（Aw, Holbrook, de Perera, & Kacelnik, 2009），バッタ（Pompilio, 






























告されてきた（see Zentall, Clement, Friedrich, & DiGian, 2006, for a review）。この効果について
はラットでも研究されているが，みられたとする研究（Lydall, Gilmour, & Dwyer, 2010; Johnson 
& Gallagher, 2011）とみられないとする研究（Armus, 1999; 2001; Jellison, 2003）がある。また，


























正解の場合は餌が与えられていた。同様にDiGian et al.（2004）やGipson, Miller, Alessandri, and 
Zentall（2009）においても，弁別刺激に対しては1回の反応が要求され，ハトでワークエシック
効果がみられたと報告している。その他，ハトでワークエシック効果がみられたとする研究で
は，Clement and Zentall（2002）は弁別刺激に対して5回の反応を要求しているが，Friedrich et 
al.（2005）やSinger, Berry, and Zentall（2007）では，何回の反応を要求したか明記されていない。
一方，ハトでワークエシック効果がみられなかったとする研究はすべて，弁別刺激に対しては1
回の反応を要求していた（Vasconcelos et al., 2007; Arantes & Grace, 2008; Vasconcelos & Urcuioli, 
2008; Vasconcelos & Urcuioli, 2009）。ヒトでワークエシック効果がみられたとする研究をみてみ
ると，Klein et al.（2005）は図形の弁別刺激に対して1回の反応（マウスでクリック）を要求し
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